
（別紙４）

～ 令和8年2月14日

（対象者数） 25 （回答者数） 8

～ 令和8年2月14日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和8年2月14日

（対象数） 13 （回答数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児発の支援経過記録の公表

2

訪問支援員を固定にせず、ニーズの克服後は支援者を変えて

いき、幅広い支援員で実施していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援者の増員を目指す

2

3

多機能型事業所として、保育所等訪問支援と児童発達支援の併

用が可能

園での困り（集団での困り）を知り、児発で克服できるように

訓練に組み入れる

ST・OT・教員免許・心理士等幅広い職種が対応可能 利用児の困り及び保護者のニーズに合わせて訪問支援を決めて

いる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフ配置の関係で訪問日と訪問時間が少ない事 児発のサービス提供時間が終日となっているため、訪問支援に

行けるスタッフの配置が難しい

令和8年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月19日

○事業所名 アレグロ

○保護者評価実施期間 令和8年1月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


